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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

4月畑作り・栽培活動

4月野菜に水やり

4月こいのぼり遠足

5月よもぎもぎもぎ

5月たけのこの皮むき

5月スイートポテトづくり

6月新茶味わい体験

7月スイカ割り

8月夏祭り

9月とうもろこしの皮むき

9月からだのしくみを知ってみよう「食べるって大切だね」

9月災害食　試食体験

10月メダカの飼育START

11月焼き芋ごっこ

12月クリスマスケーキづくり

1月柚子湯（足湯）体験

2月きのこ栽培

3月七草香り体験
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株式会社マザーグース

「友だち」

友だちと気づきを共有したり一緒に喜びを共有し合ったりする。

「感覚」

様々な素材に触れて、香りや感触、雰囲気などを味わう。

「食育」

栽培活動やクッキングを通して色々な素材に触れたり味わったりして食への関心を高める。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）
「友だち」

マザーグースで大切にしている「もう一つのお家」という保護者・子どもを含めたテーマから、卒園・転園した友だちとも会える機会をつくることで、離れても尚一緒に

育っている環境をつくっている。地域交流として日々お顔を合わせているお店の方との関わりや感謝を伝えている。日常の生活の中で、転園で友だちと離れても尚「○○

ちゃんと△△公園に行ったね」「○○くんは△△幼稚園へ行ったの？お買物で会ったんだよ」など子どもたち自身から友だちとの想い出や気づきを話すことが度々あり、友

だちへの興味や関心が、離れたからといってなくなるものではないということを伝えたかったから。

「感覚」

感覚遊び」を日常の遊びに取り入れて楽しむ中で、触ったり香ったり体験したりする遊びを少しずつ取り入れ色々な感覚に触れている。戸外遊びの中で自然に触れた時や、

給食の香り、野菜栽培の際に香ったり感触を楽しんだりする中で発見したときの子どもたちの目がキラキラしているため。

「食育」

中庭があることで、栽培活動ができる環境があるため。去年から夏野菜を育てたことで、種が採取できたり土が栄養も豊富で1年保つことができ、継続的な栽培活動が可能

と考えたため。
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

前年度に引き続き子どもたちが興味のあるものからテーマを持ってきたことで、持続的な遊

びが展開することができた。子どもたちの言葉や気づき、喜びを記録し保護者に共有するこ

とで、日々の保育の質も上がり、令和8年度からはドキュメンテーションを日常に行っていく

方向性になっている。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）
「食育」

子どもたちが育てたい野菜や職員のアイディアを含めて準備し5月から土づくりや苗植えを始める。

野菜の育ちや子どもたちの水やり、収穫の記録をとったり、収穫したものを味わった時の喜びなどを記録し保護者に共有する。（準備物：苗・プランター・土・水）

「感覚」

「どんな香りがする？」「気持ちがいいね」「ほっとするね」など感じた感覚を言葉や態度で表現できるかかわりをする。

茶葉、ゴーヤ、ミント、バジル、柚子、出汁など様々な香りの感覚を味わったり、そのものの感触を楽しめるようにしたりする。

各感覚遊びで発見したことや気づきを記録し子どもたちや保護者に共有する。（よもぎ・ゴーヤ・出汁・トマト・鍋・）

「〇〇くん元気かな？」という子どもからの質問に対して、「〇〇くん元気だと思うよ！会いたいね」など子どもなりに友だちを思う姿を受け止める。

「友だち」

卒園児・転園児できるだけみんなで集まって会うことができるよう、中根住区センターレクリエーションホールを借りて、広い場所を確保した。

子ども達が春から楽しんできた遊びやごっこ遊びを夏祭りで手作り玩具として設定する。マザーグースらしいダンスを考え、親子や友だちと触れあい一緒に楽しめるダンス

を提供。（レクリエーションホール・夏祭りブース・ダンス・マイク・スピーカー）

「食育」

畑作り・栽培活動

よもぎもぎもぎ

たけのこの皮むき

スイートポテトづくり

スイカ割り

とうもろこしの皮むき

クリスマスケーキづくり

きのこ栽培

「友だち」

こいのぼり遠足・夏祭り・秋の遠足

からだのしくみを知ってみよう「食べるって大切だね」

メダカの飼育

焼き芋ごっこ

「感覚」

新茶味わい体験

災害食　試食体験

柚子湯（足湯）体験

七草香り体験

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

「大きくなあれ！」「嬉しいな」「楽しいな」「潰してみたらいいんじゃない？」「美味し

いな」など気づきや喜び、発見を言葉や態度で伝える姿が見られた。その子どもの気づきを

保育者が承認し、記録を録り次回の遊びに発展させる内容をまた子どもたちと一緒に考え、

展開していった。


